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固体高分解能 13C NMR法はゴムの構造解析や分子運動解析に大きな威力を発揮する．固体高分解能

NMR測定には高速マジック角試料回転法（MAS法）が不可避である．数kHzの高速MAS法による試

料回転により，試料管中心から壁面に最大10 MPa程度の内部圧力が発生することが知られている．ゴ

ムは数MPaの圧力でひずみを生じるため，この内部圧力がゴムの分子ひずみに与える影響を無視でき

ない．実際我々は，MAS中の 13C NMRスペクトルには影響が無いように見えたシグナルが，静止状態

で測定した場合，ゴムの伸長度に依存して1本の等方的ピークが2本に分裂していく過程を観測した．

本研究では，なぜこのような変化が観測されるのか，天然ゴムを用いて静磁場方向に対して角度依存静止状態 13C NMRス

ペクトルを観測するとともに，磁化率を測定し，化学シフト値の静磁場に対する依存性と磁化率との関連性について議論

した．伸長度との関連性も含めて検討した結果，伸長によって静磁場の方向に対して磁化率に異方性が生じ，化学シフト

値が変化していることを明らかにした．また，分子が試料管円周方向に壁面から角度θで傾いて配向していると仮定する

ことで，定量的に化学シフト値と磁化率との関係を示すことに成功した．

P-6 ゴムの圧延変形に付随して起こる静止状態 13C化学シフト変化と磁化率と

の関係
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フッ素ゴムであるFKMは，低摩擦係数や耐薬品性など優れた特性を有し幅広い分野で応用が期待さ

れている一方，高い帯電性や低い機械的強度が課題となっている．これらの問題を解決するために，

フィラー材として多層カーボンナノチューブ（MWNT）に着目し，FKMとの複合材料を作製した．し

かし，MWNTは凝集力が強く，一般に使われているバンバリーミキサーによる混錬りではアスペクト

比を保持したまま孤立分散させることが困難であるという問題点があった．そこで我々は超音波照射

によるMWNTのバンドル剥離に加え，自転公転混合技術を用いて混合する手法によって複合材料を作

製した．その結果，一般的なフィラー材であるカーボンブラックを添加した場合と比較して，約1/30の添加量で導電パー

コレーション閾値を有することがわかった．また，力学特性について検討したところ，少量のMWNT添加でヤング率が大

きく向上することが分かった．これらは，MWNTの特徴である高い電気伝導性と力学強度，大きなアスペクト比に起因す

ると考えられる．以上の結果より，自転公転混合技術を用いることで，少量のMWNT添加で高い引張り強度と帯電防止作

用を有するフッ素ゴム材料を作製できることがわかった．

P-11 自転公転ミキサーを用いたフッ素ゴム－カーボンナノチューブ複合材料

の作製とその物理化学的特性
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